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概要

本論文では，西田 (2020)の大学進学に対する期待感に関する指摘をもとに，進学者や

進学を支える保護者等の人々が「大学生であること」へのポジティブ・イリュージョン

（大学生PI)を有すると仮定し，その概念の整理と今後の研究に関する展望を行った。大

学への期待および全般的なポジティブ ・イリ ュージョンに関する先行研究を踏まえると，

大学生PIは「大学での自己」， 「大学生活の統制」 ， 「大学卒業時に対する楽観」の3側

面が存在すると考え られる。今後の大学生PIに関する研究の課題として，測定尺度の開

発や，大学適応と の関連，進学者と保護者における相互的な影響に関する実証的検討を

行うことがあげられた。

キーワード： ポジティブ ・イリュージョン，大学適応，社会的相互作用

Summary 

In this paper, based on Nishida's (2020) suggestion about the expectation of going 

to university, we assume that students and their guarantors have positive illusions 

of "being a university student" (US-PI). Based on previous research on expectations 

to university and positive illusions in general, US-PI is thought to have three a 

spects: "self at university", "control of university life", and "optimism for gradua 

tion". Future research on US-PI should include the development of a measurement 

scale and empirical study about the relationships with adjustment to belonging 

university and the social interactions between students and their guarantors. 

Keywords: positive illusions, university adjustment, social interaction 

問題と目的

西田 (2020)は，わが国における大学進学者やその保護者等の大学への期待感に関して．

先行研究や学生支援の現場での本人の能力の証明や，就職面 ・経済面 ・結婚面等での優

位性が含まれていることを指摘した。 これらは，中央教育審議会 (2013;2014)の提言す
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る大学教育のあり方である「これからの時代に求められる能力」を養成した結果として

間接的に得られる可能性があり，多くの大学進学者や保護者にとってイメ ージしやすい

メリットであると推測される。 しかし，学生支援者側の視点からみた大学入学後の実態

は，学校教育と異なる環境へ急速に移行し，学習や対人関係，進路決定といった面でより

高い自立性や柔軟性を求められるという課題に直面化しやすく ，学生の心理的成長を促

すと同時に大学入学後の遮応感の低下や退却傾向の増加といった心理的危機をもたらす

場合がある（鶴田， 2002; 大隅・小塩・小倉・渡邊・大崎•平石， 2013)。 本人や保護者等

にとって，大学生活の実態は，入学前の準備やサポー トだけでは現実検討が困難であり，

本人の能力や将来性に関する想定と異なる現実に向き合 うことで心理的な成長や危機の

きっかけを得ると考えられる。以上により，大学進学者や保護者等の大学，ひいては大

学生の立場への移行に対する期待感には，入学前からの現実検討が困難な側面に対する

肯定性の高い認知的特性が関連しており，大学での適応性の促進と阻害の両方をもたら

す可能性があることが示唆されている。本論文では，このような認知的特性を，「大学生

であること」へのポジティブ・イリュージョン（以下，大学生PI)として捉え，その理論

的背景を踏まえた具体的内容や，研究方法に関する探索的な検討を行 うことを目的とする。

大学生PIの心理学的背景

まず，大学生PIを検討するにあたり，この概念の心理学的な理論上の背景を述べる。

大学生PIは，特に大学進学予定者や在学生，進学を支える保護者等が有すると考えら

れる「ポジティプ ・イリ ュージョン (positiveillusions: PI)」である。 Taylor& Brown 

(1988)は，社会的認知や精神的健康に関する先行研究の概観を通して，精神的健康にお

いて正常な人々が，自分自身に関して客観的な現実よ りも過剰に肯定的に認識する こと

を指摘し， PIの概念とその精神的健康に対する貢献可能性を提唱した。PIの内容は， 1.

自分自身の特性に対する非現実的で肯定的な見解， 2.偶発的要因を含めた状況に対する

自分自身の統制可能性の過剰認知， 3.将来の出来事に対する非現実的な楽観主義の3側

面が提唱されている。Makridakis& Moleskis (2015)は，人々がPIを有することによ

る利益と損失に関して，ギャンプル，株式等の市場，起業，予防医学，戦争といった具体

的な状況で検討し，個人の心身の健康や社会全体の利益に対する一定の有効性はあるが，

甚大な損失を被ってしまう可能性や，自分自身による将来の不確実性の低減および状況

の統制が不可能であることを受け入れて行動する重要性を指摘している。このこと から，

PIは生活上の様々な状況で多くの人々に生じるもので，心身の健康や経済状況，対人関

係等における適応性と不適応性の両方をもた らす可能性があると考えられる。

また，先行研究の知見から，PIの表れ方は国や文化によって異なることが指摘されて

いる。（外山・ 桜井， 2000;2001; Boucher, 2017を参照）。外山 ・桜井 (2001)は，大学生
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や専門学校生を対象に日常生活全般におけるPIを測定し，日本人のPIの傾向を検討した。

その結果，欧米では自己の特性や出来事で全般的にPIがみられるのに対し，日本では周

囲の他者との協調に重要な特性（誠実性，調和性など）や，一般的にネガティブな出来事

（借金や自己破産をしないなど）に関してPIがみられる傾向にある こと が明らかにされて

いる。この結果に関して，相互独立的自己観を持つとされる欧米では，特性の種類や出

来事の良し悪しを問わずPIが一貫して表出されるのに対し，相互協調的自己観を持つ東

アジアでは，自己概念が特定の状況（評価される特定の領域）によって変容するため，多

くの日本人にとって一部のPIが際立って測定された可能性があること示唆している。こ

のことから，日本の社会文化的な背景を踏まえたPIの検討を行うためには，全般的なPI

だけでなく，特定の立場や状況に置かれた人々における特有のPIの内容や，心理的適応

性と の関連を検討することが重要である。

以上により ，わが国における大学生という立場に対するPIの内容や測定に関 して検討

することは妥当であり ，進学に関する意思決定や入学後の学生生活における適応性との

関連を検討することで，学生や保護者の大学入学に関する心理的傾向を考慮した高大連

携や学生支援の発展に寄与できると考えられる。

大学生PIの具体的内容

次に， 上記の理論的背景や知見ならびに，大学生という立場や大学に対する期待を踏

まえ，大学生PIの具体的内容を整理する。

全般的なPIの具体的内容に関しては，外山・ 桜井 (2001)によって作成された質問項

目があげられる。この項目は，Taylor& Brown (1988)の提唱に基づき，自分自身の特

性に対するPIとしての「自己」，状況に対する自分の統制可能性に対するPIとしての

「統制」，自分の将来の出来事に対するPIとしての「楽観主義」の3種類から成り立って

おり，回答者と 同じ所属先の「一般的（平均的）な同性の」人物と比較して評価させる形

式である。なお，「統制」と「楽観主義」の項目内容は共通しており，肯定的 ・否定的な

両方の出来事が含まれているが，評価方法が「楽観主義」では将来の自分が他者と比較

してどのくらい当てはまるかを評価するのに対し，「統制」では現在の自分が他者と比較

してどのくらい「努力（統制）可能」であるかを評価するとい う点で異なっている。

「大学生であること」特有のPIについて検討する際に，進学前からの大学への期待に

関する研究を参考にすることができる。千島・水野 (2015)は，在学中の大学生を対象に，

入学前の大学生活への期待に関する内容を探索的に検討した。その結果，大学入学前か

ら時間的なゆとり（遊ぶ時間がたくさ んある，気楽な大学生活が送れるなど）や人間関係

（いろいろな人と関われる，人脈が広がるなど），学業（興味のある勉強に専念できる，幅

広く知識を得るなど），課外活動（楽しいサークル活動 ・部活動ができるなど）等に対す

る期待を有していたことが明らかにされている。また，リ クルート進学総研 (2019)は，
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大学進学予定の高校生を対象に，進学のメリットに関する調査を行った。その結果，就

職の可能性，将来の出世や収入・結婚や恋愛での有利，学習環境の水準，モラトリアムの

享受といった点で，進学のメ リットを予測していることが明らかにされている。

また，保護者を対象とした研究においても，大学に対して進学者本人と同様の期待を

持っていると考えられる。樋口 (2014)は，保護者に対する調査結果から，半数以上が大

学で子どもに力を入れてほしいこととして，進路や友人関係，学問に関する項目を選択

したことを明らかにした。さらに，保護者の大学に対する価値意識に関して，子どもの

将来や社会競争に役立つ実際的な価値を期待していることを指摘している。

以上により，大学生PIの具体的内容は，全般的なPIと，大学進学者や保護者の大学進学

への期待に関する知見を併せて考慮することで， 「大学での自己」，「大学生活の統制」，

「大学卒業時に対する楽観」という 3つの側面から成り立つPIとして仮定できる (Table1)。

「大学での自己」は，大学進学によって発揮されることを求められる特性に対するPIを表

しており，全般的なPIの項目を，大学環境の特徴や大学進学への期待に適合させた内容

となっている。「大学生活の統制」は，在学中の出来事に対するPIを表しており，主に学

業や課外活動，生活上の取り組みに対する自身の統制可能性を問うことが可能な内容と

なっている。「大学卒業時に対する楽観」は，卒業や進路決定，自立といった，多くの大

学生が卒業時期において到達することを求められる出来事に対するPIを表している。

大学生PIの研究に関する今後の展望と課題

最後に，大学生PIの研究に関する展望と課題に関して，以下の 3つの観点から述べる。

測定尺度の開発および信頼性・妥当性の検証 PIに関する実証的な先行研究では，主

に質問紙調査による検討が行われている。使用されている項目は，外山 ・桜井 (2001)の

ようにPIの直接的な測定を試みたものだけでなく，自己高揚研究の一環としてPIの一側

面 （自己）のみが測定されたもの（伊藤， 1999)や， PI以外（自己原因性や楽観主義のみ）

に関する研究のために作成された尺度からそれぞれ引用して検討されたもの (Lee& 

Chung, 2008)がある。 しかし， PI全体として，尺度の妥当性や信頼性を検討した研究は

みられない。この問題は， PIをより適切に測定し，実証的検討を行うために重要である。

今後，大学生PIに関しても， Table1における3側面の内容に沿った質問項目を作成する

と共に，尺度としての信頼性および妥当性の検討を行うことが重要であると考えられる。

大学環境における適応性との関連の実証的検討 Taylor & Brown (1988)は先行研

究の知見をもとに， PIが精神的に健康的な多くの人々において常に存在する現象であり，

幸福感や他人を気遣う能力，創造性や生産性のある作業能力といった指標を促進すると

述べている。また，日本人を対象とした実証的研究においても， PIが高いほど精神的健

康の指標が高い傾向にあることが報告されている（外山 ・桜井，2000;森谷・大山・堀毛，

2000）。しかしその一方で，社会的コンヒ°テンスに対するPIが高い児童はそうでない児童
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Table 1.大 学生PIの具体的内容と基盤となる先行研究

大学生PIの内容（具体例）
全般的なPIの項目例

（タト山・ 桜井， 2001) 

大学での自己： 大学生になる社交的である，積極的である，
ことで発揮することを求めら思いやりがある，まじめであ
れる能力や特性に対する PI る，頭の回転が速い（社交性，
（学力が高い，教員や学生に対経験への開放性，調和性，誠
して社交的である，授業や課実性等の下位項目として提唱）
外活動に対して禎極的である，
計画を立てて行動するなど）

大学生活の統制： 大学生活に長生きする，就職がうまくい
おいて生じうる出来事に関すく，幸せな結婚生活を送る，
る本人の統制可能性に対するP 大金を手に入れる（全体の内
I （良い成組を取る，健康を維容は楽観主義と共通しており ，
持する，希望の衰格を取得すここでは肯定的な出来事を抜
る，友人ができる，好きなこ粋）
とに自由に取り組む，余裕の
ある大学生活が送れるなど）

大学卒業時に対する楽観： 卒将来癌になる，将来離婚する，
業時期において，多くの大学将来仕事を解雇される，将来
生に求められる出来事の達成借金をしたり自己破産をした
に対するPI （留年しない，進りする（全体の内容は統制と
路を確定させる，第］志望の進共通しており，ここでは否定
路に進む，生活面や経済面で的な出来事を抜粋）
自立する，進路先でうまくい
く，周囲に認められるなど）

参考とした先行研究（具体例）

外山 ・桜井 (2001)の項目
を，大学環境の特徴や進学へ
の期待に適合させている。

・千島 ・水野 (2015) が提唱
した，大学における時間的
なゆとり （遊ぶ時間がた＜
さんあるなど）， 人間関係
（いろいろな人と関われるな
ど），学業（製味のある勉強
に専念できるなど），課外活
動（楽しいサークル活動 ・
部活動ができるなど）等に
対する期待

・樋口 (2014)が指摘した，
保随者が子どもに大学でカ
を入れてほしいと思ってい
る内容（将来の進路や生き
方を考える，学部の専門的
な勉強，友達との交流や対
話など）

・リクルート進学総研 (2019)
が調杏した，大学進学者が
考える進学のメリット（有
名企業や大手企業に就職で
きる可能性が高くなる，出
世に有利である，恋愛や結
婚するときに何かとプラス
になるなど）

・樋口 (201.j) が指摘した，
保設者の大学に対する価値
意識（子どもの将来の投毀
になる，本人に能力がある
ことの証明になる 、社会で
活躍するための実力がつく
など）

に比べ， 他者評定に よ る 攻 撃 性 が 高 い と い う 結果か ら， PIが特に客観的な他者の視点か

らみると必ず しも適応的であるとは限らないことが指摘されている（外山 ・桜井， 2008)。

さらに，大学進学者の適応性に関する実証的研 究の結果か ら，入学前の期待 と入学後の

実態と の ギ ャ ッ プが心理的ストレスの増加や大学 生活への意欲の低下につながることが

指摘されている（千島・水野， 2015;原田 ・池谷， 2019)。 こ れ らの知見から，今後の研究

では，進学者本人における大学生PIと大学における適応性との関連についてより幅広い

視点から検討を行うことが重要であると考えら れ る。 具体的には，大学生PIや適応性の
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主観的な評定だけでなく，大学における実態（学業成績や進路状況など）や，大学の友人

およびチューターを担当する教員の他者評定を用いることで，客観的な本人の適応状態

による検討が可能であると考えられる。 さらに，入学前から入学後にかけて縦断調査を

行うことで，大学生PIと実際の大学環境に対する認知の相互的な影響に関する検討が可

能となることが考えられる。

大学進学者と保護者における社会的相互作用との関連に関する実証的検討 Taylor & 

Brown (1988) は， PIが抑 うつや意欲低下が生じると予想される逆境的な状況下で特に

機能すると述べており，その理由に関して，人々がお互いに自己に関する否定的なフィー

ドバックを受け取らないよう社会的関係を構築し，受け取った場合でもその状況下での

肯定的な側面や以前から自分自身で納得している側面に焦点を当てることで， PIを維持

しようとする傾向にあることを取り上げている。このような社会的相互作用を有する関

係性は，お互いの特性を比較的多く知っていると考え られる大学進学者と保護者等の多

くにあてはまる可能性がある。進学者や保護者は，樋口 (2014)やリクルート進学総研

(2019)の調査結果が示すように，大学に進学することで本人にとって成果があるという

期待を有していることから，大学進学に関する肯定的なフィードバックを相互に表出，

受容することで，両者ともPIを維持するかもしれない。今後の研究では両者のペアデー

タを用いることで，大学生PIと社会的相互作用との関連や，大学における心理的危機に

ある際の機能に関する検討を行うことが重要であると考えられる。
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